
　
花
粉
の
飛
散
後
、１
〜
３
日
で
絹
糸
が
抽

出
し
始
め
、受
粉
完
了
ま
で
７
〜
10
日
か
か

り
ま
す
。そ
の
時
期
の
水
分
の
過
不
足
や
日

照
不
足
は
着
粒
を
少
な
く
し
ま
す
。

　　
近
年
、品
種
に
よ
り
草
丈
の
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、強
風
に
よ
る
倒
伏
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。対
策
と
し
て
、花
粉
の
飛
散
後
、

雄
穂
を
除
去
し
、倒
伏
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　　
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
、絹
糸
抽
出（
圃
場

全
体
の
50
％
以
上
）か
ら
23
〜
25
日
が
目
安

で
す
。マ
ル
チ
栽
培
で
は
19
〜
21
日
が
目
安

で
す
。収
穫
後
期
で
は
、過
熟
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い（
品
種
や
温
度
に
影
響
さ
れ
る
た

め
、日
数
は
あ
く
ま
で
も
目
安
）。　

●
紋
枯
病（
写
真
❶
参
照
）

　
高
温
多
湿
で
発
生
し
ま
す
。地
際
部
か
ら

発
生
し
、病
斑
は
周
縁
部
褐
色
で
葉
鞘
を
伝

わ
り
上
部
へ
病
症
が
進
み
ま
す
。こ
の
菌
は

菌
核
で
土
壌
中
に
残
り
、次
年
度
の
感
染
源

と
な
り
ま
す
。６
月
下
旬
〜
７
月
で
は
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス
水

和
剤
等
で
の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　
イ
ネ
科
雑
草
か
ら
飛
来
し
、５
〜
６
月
に

多
く
な
り
ま
す
。周
辺
の
雑
草
防
除
を
心
掛

け
、ア
ブ
ラ
ム
シ
の
住
む
場
所
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

●
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ（
写
真
❷
参
照
）

　
防
除
は
①
雄
穂
出
穂
初
期
、②
雄
穂
出
穂

最
盛
期（
約
10
日
後
）、③
雌
穂
絹
糸
出
穂
最

盛
期
の
時
期
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
①
、②
の
時
期
は
パ
ダ
ン
粒
剤
４
ま
た
は

プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
５
を
散
布
し
ま
す
。

③
の
時
期
は
収
穫
前
日
数
を
考
慮
し
て
薬
剤

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
若
い
穂
が
好
ま
れ
、

穂
先
が
特
に
加
害
さ
れ
ま
す
。大
き
く
な
る

と
薬
剤
が
効
き
に
く
い
た
め
、発
生
初
期
に

残
効
性
の
あ
る
プ
リ
ン
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散

布
し
ま
す
。収
穫
近
く
に
発
生
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
を
使

用
し
ま
す
。６
月
下
旬
〜
７
月
で
の
収
穫
で

は
、特
に
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、１
週

間
間
隔
で
の
防
除
が
必
要
で
す
。

　
千
葉
県
は
落
花
生
の
生
産
量
全
国
１
位（
全

国
生
産
量
約
80
％
）を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、生
産

量
は
年
々
減
少
し
、平
成
27
年
に
は
9
，

5
9
0
㌧
と
、こ
の
10
年
間
で
約
３
割
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、国
内
産
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、販
売
単
価
は
こ
こ
数
年
、高
値
で
の
取
引

が
さ
れ
て
お
り
、今
後
作
付
け
の
拡
大
が
望
ま

れ
て
い
る
品
目
で
す
。

　
●
畑
の
準
備
〜
播
種

　
落
花
生
は
連
作
障
害
が
出
や
す
い
作
物
な

の
で
、他
の
作
物
と
輪
作
し
て
く
だ
さ
い
。基

肥
に
は
落
花
生
専
用（
5
―
15
―
20
）を
10
㌃

当
た
り
60
㌔
、苦
土
石
灰
を
10
㌃
当
た
り
60
〜

80
㌔
施
用
し
ま
す
。土
壌
診
断
を
行
い
、石
灰

が
不
足
し
て
い
た
場
合
は
、土
壌ｐ
Ｈ
が
6
・

0
〜
6
・
5
に
な
る
よ
う
矯
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　
準
備
が
で
き
た
ら
、ベッ
ド
を
作
っ
て
マ
ル
チ

を
敷
き
、畝
間
60
〜
70
㌢
、株
間
27
〜
30
㌢
で

１
〜
２
粒
ず
つ
播
種
し
ま
す
。鳥
害
防
除
対
策

と
し
て
、キ
ヒ
ゲ
ン
Ｒ
―
２
フ
ロ
ア
ブ
ル
で
の
種

子
消
毒
を
播
種
前
に
行
い
ま
す
。

●
マ
ル
チ
除
去

　
収
量
・
品
質
が
低
下
し
な
い
よ
う
、開
花

期（
圃
場
の
50
％
の
株
に
１
輪
で
も
花
が
咲

き
始
め
た
頃
）後
、7
〜
10
日
頃
に
マ
ル
チ

を
除
去
し
、雨
水
や
か
ん
水
し
た
水
が
浸
透

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
中
耕
・
培
土（
石
灰
施
用
）

　
開
花
初
期
か
ら
１
〜
２
回
、中
耕
・
培
土
を

行
い
ま
す
。子
房
柄
が
地
中
に
侵
入
し
や
す
く

な
り
、収
量
を
上
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。除

草
も
兼
ね
て
７
月
下
旬
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、石
灰
が
不
足
し
て
い
る
と
空
莢
や
未
熟

莢
が
増
加
す
る
た
め
、培
土
時
に
苦
土
石
灰
を

10
㌃
当
た
り
40
〜
60
㌔
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
か
ん
水

　
７
月
下
旬
〜
８
月
中
旬（
結
莢
〜
莢
肥
大

期
）に
干
ば
つ
害
を
受
け
る
と
、子
実
の
肥

大
が
停
止
し
て
空
莢
が
発
生
し
ま
す
。畑
が

乾
い
て
い
る
と
き
は
、１
回
当
た
り
30
〜
40

㍉
か
ん
水
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

　
そ
う
か
病
や
褐
斑
病
に
注
意
し
、ト
ッ
プ

ジ
ン
Ｍ
水
和
剤（
1
5
0
0
〜
2
0
0
0
倍
、

収
穫
７
日
前
ま
で
、４
回
以
内
）等
で
防
除

し
て
く
だ
さ
い
。「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」は
、白
絹

病
に
や
や
弱
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
試
し
掘
り

　
収
穫
が
遅
れ
る
と
、落
ち
莢
が
多
く
な
っ

た
り
、食
味
が
低
下
し
た
り
す
る
の
で
、必

ず
試
し
掘
り
を
し
て
収
穫
適
期
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」

は
開
花
期
後
80
日
、「
千
葉
半
立
」は
開
花
期

後
95
日
が
収
穫
目
安
で
す
。

●
乾
燥

　
掘
り
取
り
後
は
、５
〜
７
日
間
地
干
し
し

ま
す
。そ
の
後
、風
通
し
の
良
い
場
所
で
野

積
み
し
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
稲
わ
ら
等
で
覆

い
ま
す
。ま
た
、平
積
み
へ
ト
ン
ネ
ル
を
か
け

る
方
法
も
と
ら
れ
て
い
ま
す
。十
分
に
乾
燥

さ
せ
た
後
、脱
穀
・
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

2月の分析経過について

ネギ

ほうれん草

1点

1点

合計2点

土壌診断点数 ………… 合計44点

※残留農薬分析において、基準値を上回る
成分は検出されませんでした。

やさいの里営農センター
営農指導員　椎名 康隆

生
育
後
半
の
管
理

雄
穂
の
除
去

収
穫
の
目
安

病
害
虫
防
除（
表
❶
参
照
）

トウモロコシ
芝山経済センター
営農指導員　能勢 浩一

落花生

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト（
表
❷
参
照
）

千
葉
県
の
特
産
品
・
落
花
生

K a g a y a k i 10K a g a y a k i11

写真❶

写真❷

紋枯病の発病した株

アワノメイガによる食害

時期 作　業 発生病害虫 使用基準 特　　徴 希釈倍数 対象病害虫農　薬　名

３月

4月

5月

6月

マルチ　展張
播種

トンネル除去

収穫

プレバソンフロアブル5 収穫前日まで 残・速・食・接 2000倍 アワノメイガ（雄穂開花終了後）

アグロスリン乳剤 
パダン粒剤4

収穫７日前まで
収穫７日前まで

接・残
浸

1000 ～ 2000倍
6㎏／ 10ａ

アワノメイガ＋アブラムシ
アワノメイガ（株の上から均一に散布）

フェニックス顆粒水和剤
モスピラン顆粒水溶剤

収穫前日まで
収穫前日まで

食・残
残・浸・速

2000 ～ 4000倍
2000 ～ 4000倍

アワノメイガ・オオタバコガ
アブラムシ

モスピラン顆粒水溶剤 収穫前日まで 残・浸・速 2000 ～ 4000倍 アブラムシ（出穂前）

トレボン乳剤 収穫７日前まで 接・残 1000倍 アワノメイガ
リゾレックス水和剤 収穫14日前まで 1500倍 紋枯病

表❶　トウモロコシの病害虫防除例（トンネルマルチ栽培）

※特徴欄の略字　　　　残･･･残効性　　浸･･･浸透移行性　　速･･･速効性　　食･･･食毒　　接･･･接触毒　　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

プリンスフロアブル 収穫14日前まで 残・速・食・接 2000倍 アワノメイガ+オオタバコガ

表❷　落花生の栽培暦

マ
ル
チ
除
去

基
肥
播
種

中
耕
・
培
土

収
穫
乾
燥
・
調
整

上  中  下

5月

千葉半立

主な作業

ナカテユタカ

上  中  下

7月

上  中  下

6月

上  中  下

8月

上  中  下

9月

上  中  下

10月

○･･･播種　　　　　･･･収穫、乾燥・調整

テクニカル ダイアリー
A g r i c u l t u r a l - w o r k   t e c h n i c a l  d i a r y  

農 作業

残
留
農
薬
分
析
点
数

多
成
分
一
斉
分
析


